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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本建設機械施工協会（JCMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日

本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日

本産業規格である。これによって，JIS A 8338:2011 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 A 8338：2021 
 (ISO 16001：2017) 

土工機械－物体検知装置及び視界補助装置－ 

性能要求事項及び試験 

Earth-moving machinery-Object detection systems and visibility aids- 

Performance requirements and tests 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された ISO 16001 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，土工機械に使用する物体検知装置（以下，ODS という。）及び視界補助装置（以下，VA と

いう。）の一般要求事項，性能評価方法及び性能試験方法について規定する。この規定には，次の事項を含

む。 

－ 検出区域内の人を含む物体の検知及び／又は視界 

－ 運転員，及び適切な場合は，検出区域内の人への視覚及び／又は聴覚の警報。 

－ 装置の動作信頼性 

－ 装置の（使用環境との）両立性及び使用環境仕様 

この規格は，JIS A 8308 で定義される土工機械に適用する。ODS 及び／又は VA は，運転員の直接視界

（JIS A 8311 参照）又は鏡などを用いる間接視界［JIS A 8333（規格群）参照］を増大させるために使用す

ることが可能である。さらに，ODS 及び／又は VA は，例えば，人間工学的な考えから頭部及び上体を頻

繁に回すのを避けることによって，直接視界の有効性が制限される場合には，物体検知又は視界のための

追加手段を与えるために使用することが可能である。 

注記 1 ODS 及び VA の選定については，附属書 A を参照。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 16001:2017，Earth-moving machinery－Object detection systems and visibility aids－Performance 

requirements and tests（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

  


